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革新的医療技術創出拠点プロジェクト

ARO Function

国立大学附属病院臨床研究推進会議中国四国地区連絡会において、各大学間の情報交換と施策の方向性の統一
を図り、全国医学部長病院長会議中国四国ブロック会議との情報共有を行っている。これらの会議の方針を受けて、中
国四国地区の各アカデミアのシーズ開発を担う部局の実務担当や責任者による定期連絡会を設置・開催している。この
連絡会の目的・コンセプトは「中国四国地方アカデミアのシーズ発掘、育成、出口戦略を強化するために情報交換を行い、
相互の協力体制を整える」ことである。
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Ԭݝࢁ医療連ܞਪ進ٞڠ会ˎ治験ネοトϫーΫにͭいͯ
ˎɿCMA�0kaZaNa（CoVncil for Medical Alliance, 0kaZaNa）

革新的医療技術創出拠点プロジェクト

岡山大学拠点ARO Function

岡山大学病院新医療研究開発センター 堀田勝幸／黒田智／神川邦久／吉村博行

%/#�1MC[COC治験ネットワーク設立の背景

岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科 藤原俊義

＊:CMA-Okayama(Council for Medical Alliance, Okayama)

ネットワーク構築のロードマップ

実現性ある“メガホスピタル“運用
• NW事務局の設置による業務・情報の集約化
• セントラルIRBによる審査
• 各医療機関ごとの窓口担当者による迅速対応
• プロジェクトリーダーによるNW全体の進捗管理・推進
• “目標症例数達成”のためのContingency planを設定
• NW全体及び各医療機関におけるSMOとの連携による
業務の効率・迅速化

• SMOとの連携による依頼者との関係強化

ネットワークの体制

お問い合わせ先：
%/#�1MC[COC治験ネットワーク事務局 （岡山大学病院 内）
EOC�EJKMGPPY"QMC[COC�W�CE�LR
������������
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革新的医療技術創出拠点プロジェクト

岡山大学拠点ARO Function

岡山大学病院 松原岳大／宗淳一

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 森田瑞樹／冨田秀太／豊岡伸一／平沢晃

革新的医療技術創出拠点プロジェクト

岡山大学拠点ARO Function

岡山大学病院 松原岳大／宗淳一

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 森田瑞樹／冨田秀太／豊岡伸一／平沢晃

Ԭࢁ大学病院に͓ける生体試ྉ管理と研究支援
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革新的医療技術創出拠点プロジェクト ／ 橋渡し研究戦略的推進プログラム

SEEDS
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1 - 10 - 7 7 

2 Ad-SGE-REIC 3×109 10 3×1011 7 7 

3 Ad-SGE-REIC 1×1010 10 1×1012 7 7 

4 Ad-SGE-REIC 2.9×1010 10 2.9×1012 7 7 

７� 結語

遺伝子治療製඼ʮAd�S(&�R&*Cʯの再発ѱ性ਆܦ᡼ज対৅ୈᶗ / ᶘ a 相試験

127



革新的医療技術創出拠点プロジェクト ／革新的医療シーズ実用化研究事業

岡山大学拠点SEEDS

【研究開発代表者】 岡山大学 大学院医歯薬学総合研究科 教授 和田 淳

IgA腎症体外診断薬のROC曲線
（青実線が45種類のレクチンシグナル強度を投入し
た場合、赤点線が、確定した3つのレクチンシグナル
を用いたアルゴリズムによる結果。茶色は本データ
に既報のIgA腎症臨床診断基準を当てはめた場合）

工程 年度 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023
特許出願

品質

製造

メカニズム

臨床

承認・導出

測定精度・安定性試験

IgA診断キットの製造 IgA診断キット製品版の製造

IgA腎症をはじめ種々の腎疾患の尿糖鎖プロファイルの変化のメカニズムの解明
後ろ向きExtant研究

前向きExtant研究
統計解析によるレクチンの選択とアルゴリズムの確定

特許出願

薬事承認 導出

೘த౶࠯プロϑΝイリングにΑる *gA ਛ症の਍அ๏の開発
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革新的医療技術創出拠点プロジェクト ／ 橋渡し研究戦略的推進プログラム

岡山大学拠点SEEDS

【研究開発代表者】 山口大学 大学院医学系研究科 准教授 末廣 寛

Ⓡ

便DNADNA
PCR等で
TWIST1
定量

HhaI

HpaII

ExoI

酵素添加

16時間
加温

BstUI
酵素添加

16時間
加温

シンプル 低コスト 高感度

ステージ � 大௎؞Λ検ग़Մೳとするศ DNA 検査の研究開発
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革新的医療技術創出拠点プロジェクト ／ 橋渡し研究戦略的推進プログラム

SEEDS

•

•

୸ࢎ୤ਫ߬ૉ * Λ༻いた௵ᙾ性大௎Ԍに対する৽ن໔Ӹ治療๏の開発
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革新的医療技術創出拠点プロジェクト ／ 橋渡し研究戦略的推進プログラム

SEEDS

バクテリオファージ および ファージ由来溶菌酵素 細菌感染症
細菌感染性眼疾患：角膜潰瘍、眼内炎、結膜炎
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Fukuda K, et al. PLoS One. 2012

ΦMR11

 Endolysin
(MW 54,171) 

 Tail-associated structural 
protein 
(MW 70,906)

J Infect Dis 2007; 196:1237–47

FEMS Microbiol Lett 2008; 284:9–16

MRSA
1

৽ײەࡉنછ症治療ࡎとͯ͠のόΫテリΦϑΝージ療๏の開発
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革新的医療技術創出拠点プロジェクト ／ 橋渡し研究戦略的推進プログラム

SEEDS

交感神経系の測定方法として心拍変動が、副交感刺激活動の指標として
呼吸変動がそれぞれ用いられてきたが、重度のストレス・痛みの際には脳・心
臓・肺の三者に共依存関係が築かれるためそのストレス・痛みの重篤度は下
記の数理式に近似される。この数式に基づき、現行のセンサを用いた測定機
器の開発を行い臨床試験を繰り返してきた（ブレイン・センシング技術）。

臨床研究実施施設：広島西医療センター、呉医療センター・中国がんセンター

σ σ

ストϨス・௧ΈΛ数஋化するたΊのϒϨイン・センシングٕज़
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